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レレモモンンでで電電気気
で ん き

をを作作ろろうう  （（くくだだもものの電電池池
で ん ち

））  

岩手大学工学部 高木浩一 

 

【ジャンル】 体験教材 

【対象】   小学校中高学年（原理を含めると、中高学校への展開も可能） 

【テーマ】  電気化学、新エネルギー 

 

【概要】 くだものを使
つか

って電池
で ん ち

を作
つく

ります。電気
で ん き

が意外
い が い

と簡
かん

単
たん

に作
つく

り

出
だ

せることを体感
たいかん

し、電気
で ん き

や化学
か が く

に対
たい

する興味
きょうみ

を引
ひ

き出
だ

します。 
 

参考：http://www.sumitomo-chem.co.jp/junior/01katei_sub/017battery.html 

 

１．準備
じゅんび

するもの 

１． レモン（グレープフルーツ） 

２． 銅板
どうばん

、亜鉛板
あえんばん

 

３． 導線
どうせん

（クリップ付
つ

き） 

４． カッター 

５． メロディ IC、微
び

電 流
でんりゅう

モー

ター（ソーラーモーター）、

ムギ球
たま

ランプなど 

 

２．作
つく

り方
かた

 

１． 銅板
どうばん

、亜鉛板
あえんばん

を、それぞれ長
なが

さ 6cm、幅
はば

1.5cm、厚
あつ

みは 0.5mm以下
い か

に

切
き

りそろえておく。 

２． レモンを三分
さんぶん

の一
いち

のところで二
ふた

つに切
き

りま

す。大
おお

きい方
ほう

を使
つか

います。 

３． 銅板
どうばん

と亜鉛板
あえんばん

を、互
たが

いに触
ふ

れないようにレモ

ンに差
さ

し込
こ

みます。 
完成図 

くだもの電池の材料 

みんなで使おう！ いわてエネルギー環境教育ネットワークの教材 
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４． 亜鉛板
あえんばん

と銅板
どうばん

の端
はし

の方
ほう

に、絶縁
ぜつえん

テ

ープで導線
どうせん

を付
つ

けます。クリップ

つき導線
どうせん

を使
つか

う場合
ば あ い

この作業
さぎょう

は

不要
ふ よ う

です。そして銅板
どうばん

と亜鉛板
あえんばん

、

それぞれに導線
どうせん

をつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．遊びかた 

○ メロディ IC やソーラーモーター、

むぎ 球
きゅう

ランプにつないでみよう。

音
おと

が鳴
な

ったり、回
まわ

ったり、光
ひか

った

りして、電気
で ん き

ができていることが

確
たし

かめられます。 

 

 

【確かめてみよう！】  

１． ムギ球ランプは何個のレモン電池があれば点灯できるか調べてみよう  

２． 電子オルゴールは 1 個のレモンでも鳴るかな？確かめてみよう！  

３． レモン以外の果物、グレープフルーツやオレンジだと何個いるだろ

う？ 

導線のはりつけ 
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【発展課題】   http://www.sumitomo-chem.co.jp/junior/01katei_sub/017battery.html より 

○ テスターを使
つか

ってどれくらい電圧
でんあつ

が出
で

ているかを計
はか

ってみましょう。 

本当に電気が流れているか確認してみ

ます。テスターで、銅板と亜鉛板の間の

電圧を測ります。 レモン一個だと電圧

は約 0.97 ボルトです。実際にムギ球ラ

ンプや発光ダイオードの明かりは、レモ

ン一個の電圧だけでは点灯できません。

ムギ球ランプは約 1.5 ボルト、発光ダイ

オードは約 2.5 ボルト必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレープフルーツは0.9ボルトだった

レモン電池４個でなんと約 3.6 ボルト！ 

発光ダイオードが赤く点灯している 
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【関連教材】 １１円電池 
   http://www.sumitomo-chem.co.jp/junior/01katei_sub/017battery.html より 

 

亜鉛と銅板のかわりに１０円玉と１円玉で電池を作ってみます。電機がで

きる原理は同じです。 

 

【材料】 

食塩水（レモンの果汁でも OK ） 

10 円玉、1 円玉    

ろ紙（無ければキッチンペーパ

ーでも OK ） 

導線、絶縁テープ    

 

【手順】 

① 水２００ｃｃに大さじ

一杯の塩を溶かしま

す。  

② 10 円玉より一回り大き

くきったろ紙に①の

食塩水をよくしみ込

ませます。  

③ 1 円玉と 10 円玉の間に

食塩水をしみ込ませ

たろ紙をはさみます。 

 

●実験の注意点  

＊実験に使ったレモンは食べられません。実験で使ったレモンの中には、銅や亜鉛の金属イ

オンが溶け出しています。もったいないですけど、絶対に食べないで下さい。 

＊実験に使った硬貨は、水で洗っておいてください。（そのままにしておくと黒く錆びます） 

 

【原理】 電解液（でんかいえき）っていう、液体の中に水素イオンがそんざいしてい

るものの中に、電極を差し込んで導線でつなぐと、導線を伝って、マイナス極（亜鉛板）

から電子がプラス極(銅板）に移動します（酸化還元反応といいます）。 

電子が移動する導線の間に、電球を置くと明かりがついたりします。このように電子の

流れを"導線で"外に取り出したものが電池です。身近なものの中にも、電解液がたくさん

あります。例えば、食塩を水に溶かした食塩水、お酢、果物の果汁などなど。 

   （http://www.sumitomo-chem.co.jp/junior/01katei_sub/017battery.html より引用） 


